
　２０２５年度は、年度当初１３４名のスタートでしたが、移転やご逝去等により、年度末にお

いては、全体で１９名の定員が空いている状態です。職員の採用においても厳しい状況は相変わ

ずです。そうした中でも、収支は黒字をなんとか達成し、つきみの作業所の土地と建物を法人と

して購入し、基本財産に組入れました。世間では、消費税１％について様々な意見が出ています

が、社会福祉分野にとっては、この貴重な財源をどこからもってくるのか心配でなりません。

　グループホームの総量規制、意思決定支援のガイドラインの見直し等、今後も様々な施策が出

てきます。やまねっとも時代のニーズ、本人のニーズに応えていけるよう努力を続けてまいりた

いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　薄葉雄一

　昨年度から共同生活援助（グループホーム）でスタートした「地域連携推進会議」。この会議

は、グループホームが地域の皆さんとしっかり連携し、お互いに支え合って生活していくことを

目指して新しく年１回以上の開催を義務付けられたものです。 やまねっとほーむ上草柳では会

議での「地域のためにほーむ入居者でできることは？」との対話から、毎朝の習慣であるほーむ

に隣接する大野１号公園での散歩時に、公園のゴミ拾いを自治会長さんからお願いされました。

 みんなで毎朝コツコツと運動しながらのゴミ拾いを続けていたところ、嬉しいサプライズが！

なんと東原北（あずまはらきた）自治会だよりに皆さんの活動が写真付きで掲載されたのです。

 新しい会議がきっかけで始まった取り組みですが、今では地域と私たちを繋ぐ大切な時間とな

っています。これからも地域の一員として、みんなで元気に活動を続けていきます！



　

　２０２６年度（令和７度）の決算報告をさせていただきます。障害福祉サービス等事業収益は、

一昨年に比べ４％ほど伸びましたが、支出においても、人件費は約７％の増となりました。また、

つきみの作業所の土地と建物を購入し、法人の基本財産に繰り入れました。


